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ご注意 

 

１． 本ソフトウェアの著作権は、日本ボンコート株式会社が有します。 

２． 本ソフトウェアの無断複製、改変はできません。 

３． お客様が本ソフトウェアを使用された結果の影響に付きましては、

日本ボンコート株式会社は一切の責任を免れるものとします。 

４． 本ソフトウェアの仕様および取扱説明書の記載事項は、お客様に対

して予告無しに変更する事があります。御了承ください。 

５． Ｗｉｎｄｏｗｓはマイクロソフト社の登録商標です。 

６． その他、取扱説明書に記載されている社名、商品名は、各社の登録

商標になっております。 
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ＱＳＳ－３０００の概要                  

 ＱＳＳ－３０００について                          

電子部品のはんだ付け作業において、はんだ付け温度の管理と記録は品質上重要なテーマ

ですが、はんだごてに関してはこれまでに効率的で確実な方法がありませんでした。 

ＱＳＳ－３０００は、作業中のはんだごて温度をパーソナルコンピュータ上で一括管理し、

記録するシステムで、品質管理の向上と効率化が望めます。 

 

 【 主な特徴 】 

・ 通信ラインに接続されている各はんだごての温度データをパーソナルコンピュータのハード

ディスクに書き込み、保存します。 

・ 通信ラインに接続されているはんだごての温度を、パーソナルコンピュータから確認できます。 

・ 1台のパーソナルコンピュータ－で、最大 95本（リピ－タ－３台以上必要）のはんだごてを管

理できます。 

・ はんだごての温度が異常状態になると、パソコンが警報を発し管理者に知らせます。 

 また、異常が発生した時間と温度の記録を残します。 

・ 保存した温度データは、マイクロソフトエクセルで編集、グラフ化、印刷が可能です。 

（ＣＳＶファイル） 

・ 各はんだごての設定温度やＰＩＤ等のパラメータ、オートチュ－ニング等を、パーソナル

コンピュータから操作が可能です。 

 ソフトウェアの動作環境                           

通信ポート USB Serial Port 1ポ－ト，COM1～COM8より選択 

通信速度選択 19200bps 

動作環境 Windows98／Me／NT4.0／2000／XP／VISTA 

CPU 

Intel社製プロセッサ（PentiumⅢ800MHz以上推奨） 

上記プロセッサ以下でご使用の場合、本モニタソフトの一部機能

が、正常に動作しない場合があります。 

メモリ OSが動作を保証しているメモリ量 

表示 解像度 1024×768 256色以上 画面フォント､小さいサイズ 

 ＊ソフトウェアのインストール時のみ、ＣＤ－ＲＯＭドライブを使用します。 
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機器の構成と接続                     

 システムの構成                               

・はんだごて パトリオットＭ５０シリーズ 

温度コントローラ Ｍ５０／ＭＷ５０ 

こて部 ＴＢシリーズ 

・ソフトウェア ＱＳＳ－３０００（Version4.0.1） 

ソフトウェア ＣＤ－ＲＯＭ １枚 （Ver4.0.1） 

取扱説明書 ユーザーズマニュアル １部 

・その他の機器 

機器名 型番 メーカー 仕様 

ｺﾝﾊﾞｰｼﾞｮﾝ･ﾕﾆｯﾄ ＵＳＢ－４８５Ｉ ｼｽﾃﾑｻｺﾑ社 USBケーブル付 

ＭＪ変換ケーブル 

 

 

RJ45→RJ11 

ﾓｼﾞｭﾗｼﾞｬｯｸ変換 

ｸﾛｽ結線 

リピ－タ－ 
３１台以上接続時にのみ必要

となります。 
 

 

基本ｿﾌﾄｳｪｱ(OS)* 
Windows98／Me／NT4.0／2000

／XP/Vista/ 7 
ﾏｲｸﾛｿﾌﾄ社 

 

通信ｹｰﾌﾞﾙ* ６極２芯ﾃﾚﾎﾝｹｰﾌﾞﾙ 
 RJ11 ﾓｼﾞｭﾗｼﾞｬｯｸ 

ｽﾄﾚｰﾄ結線 

ﾓｼﾞｭﾗ分配ｺﾈｸﾀ* HC-T50-W同等品 ﾋﾞｸﾀｰ社  

ﾊﾟｰｿﾅﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀ* PC/AT互換機 

ﾌﾟﾘﾝﾀ* Windows対応機種 

＊ お客様の環境に合わせて別途購入頂いても結構です。 

 

システム構成 

 

 

 

 

 

 

 

パーソナルコンピュータ 

コンバ－ジョンユニット 

ＵＳＢケーブル 

ＭＪ変換ケーブル 

1 2 29 30 31 32 

M50 M50 

モジュラー分配コネクタ リピ－タ－ 通信ケーブル 

温度コントロ－ラ

－ 
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ＱＳＳ－３０００接続上の注意 

 

＊通信ケーブルはストレート結線をして下さい。 

 また、通信ケーブルにモジュラジャックを取りつける場合は、以下のように結線して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 各機器の接続                                 

 

 １  コンバージョン・ユニットのドライバーをインストールします 

 

ＵＳＢ－４８５Ｉコンバージョン・ユニットに同胞されているインストールマニュア

ルに沿ってＯＳにあわせたＵＳＢ Ｄｅｖｉｃｅ ｄｒｉｖｅｒをインストールして

ください。 

 

 ２  コンバージョン・ユニットにＭＪ変換ケーブルとＵＳＢケーブルを接続しま

す 

 

 

 

 

 

 

モジュラジャック モジュラジャック 

2 
3 2 

3 

モジュラジャックの２ピンと２ピンを接続して下さい。 

 

モジュラジャックの３ピンと３ピンを接続して下さい。 

 

（一対一の配線になります。） 

USBケーブル 

ケーブル 

ＭＪ変換ケーブル 

(ＲＪ４５) 
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 ３  パーソナルコンピュータにＵＳＢケーブルを接続します。 

    ＵＳＢケーブルをパーソナルコンピュータのＵＳＢポートに接続します。 

接続した後は、通信ポートの設定を行う必要があります。 

（９～１１ページ参照） 

 

 ４  はんだごてとコンバージョン・ユニットを通信ケーブルで接続します 

    はんだごては９５台（リピ－タ－併用）まで接続できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通信ケーブル 
はんだこて 

温度コントローラ 

裏側 

通信ケーブル 

MＪ変換ケーブル 

M50 
他の温度コントローラ 

または 

モジュラ分配コネクタへ 

モジュラ分配コネクタ 
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 ５  コントロ－ラ－の電源を入れ、機器番号を設定します。 

 

      運転モ－ド      入力種類設定画面 

 

ＰＶ表示部  

 

 

ＳＶ表示部 

運転モードの状態で、 

▽ キーを押しながら 

力種類設定画面に入ります。 

     入力種類設定画面    機器番号入力画面 

 

ＰＶ表示部   

 

 

ＳＶ表示部 

 

 

 

を表示させます。その後 

△と▽で任意の機器番号 

を入力します。 

    機器番号入力画面   運転モ－ド画面 

 

ＰＶ表示部 

 

 

ＳＶ表示部 

ドに戻ります。 

＊ 機器番号は 0～94の任意の数字から選んで頂けますが、１機目は必ず０のアドレスを使用

してください。０番に設定したコントロ－ラ－が存在しないとソフトが起動しません。 

＊ Ch01：機器番号 0番 Ch02：機器番号 1番と実際のチャンネルと機器番号では数字が１ 

つずれますのでご注意ください。 

 

＊ 次回の購入でコントローラーを増設する際、前回の購入時の設定番号に対し連番で機器番

号を登録して下さい。 

例） 初回購入３台               次回購入３台 

機器番号   No.0 No.1 No.2に設定   機器番号No.3  No.4  No.5に設定 

  （ﾊﾟｿｺﾝ画面上のﾁｬﾝﾈﾙ Ch.1 Ch.2 Ch.3）     （ Ch.4  Ch.5  Ch.6 ） 

＊尚、PC上でチャンネル名は変更できますが、機会番号は変わりません。 
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 ソフトウェアのインストール                

 ポ－トの通信速度の設定とインストールの準備                             

 ・動作している全てのソフトウェアを終了してください。 

  スクリーンセーバー、ウイルスチェッカー、システムエージェンシーも終了してください。 

 ・パーソナルコンピュータの時計を正確な時間に合わせてください。 

  ＱＳＳ－３０００のデータベースシステムが正常に働くために必要です。 

・ 画面の解像度を１０２４×７６８以上にしてください。 

ポートの通信速度の設定とポートの設定 

① デスクトップの［マイコンピュータ］を右クリックします。 

② メニューから[プロパティ]を左クリックして選び、システムのプロパティを開きます。 

③ [ハ－ドウェア]内の[デバイスマネージャ－]を選び通信ポートが正常に動作している事

を確認してください。 

  通信ポートが表示されない場合は、パーソナルコンピュータの設定変更が必要です。 
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④通信ポ－トを右クリックします。 

 

⑤メニューから[プロパティ]を左クリックして選びます。 

⑥通信ポ－トのプロパティ内ポ－トの設定を開き、ビット／秒(Ｂ)を１９２００に設定します。 

 

 



 

 １０ 

⑦詳細設定をクリックします 

 

⑧ QSSを起動させる通信ポートを COM1～COM8から選択します。 
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 ソフトウェアのインストール                         

 

 １  付属のＣＤ－ＲＯＭをＣＤ－ＲＯＭドライブに入れます。 

 

 ２  エクスプローラーでＣＤ－ＲＯＭドライブを選択し、内容を表示します。 

    または、[ﾏｲ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ]からＣＤ－ＲＯＭドライブを開いてください。 

 

 ３  Windows NT4.0／2000／XPをお使いの方は Win2000のフォルダ－をクリック 

    Windows98、Meをご利用の方はWin98のフォルダ－をクリックしてください。 
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※ 以下は Win2000以降の OSを参考例にインスト－ル方法を説明しています。 

Win98、Ｍｅをご使用の方には若干表記やウインドウのデザインの違いがありま 

すが、ご了承ください。 

 4  QSS‐3000 Ｖ401をクリック 

 

 5 しばらくするとインストールウィザードが起動します。 
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6         をクリックします。 

  注意！  インストール先は変更しないで下さい。 

 “C:\Program Files\JAPAN BONKOTE￥QSS-3000_V401\”以外の場所に 

インストールするとＱＳＳ－３０００は動作しない可能性があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 7         をクリックするとインスト－ルを開始します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 １４ 

 8  インスト－ル中の画面です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 9         をクリックするとインスト－ルは完了です。 

 

  以上でＱＳＳ－３０００のインストールは完了です   

パーソナルコンピュータの環境により、インストール後に再起動が必要な場合があります。 

インストール直後、エラーメッセージが表示されたら、再起動を行ってください。 
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 アンインストールの方法（ＱＳＳ－３０００を削除する場合）          

 １  [スタート]→[コントロールパネル]でコントロールパネルを開き、 

        [プログラムの追加と削除]をクリックします。 

 ２  [現在インストールされている一覧]の中で“QSS-3000_Ｖ401”を選択し、 

       をクリックします。 

 

 ３  削除を確認するメッセージが表示されるので、 をクリック       

するとアンインスト－ル完了です。 

 

 ・アンインストールを実行しても、温度データやＱＳＳ－３０００の設定ファイルは 

  消去されません。 

  全てのファイルを消去する時は手動で“ＱＳＳ－３０００“フォルダを削除してください。 

QSS-3000_V401 

QSS-3000_V401 

QSS-3000_V401 
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基本的な操作                       

 ＱＳＳ－３０００の起動                           

 １  [ｽﾀｰﾄ]→[すべてのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ]→[JAPAN BONKOTE]→“QSS-3000-Ver300”を起

動させます。 

＊「メニュー画面」と「ロギング機器最終機器番号設定画面」と｢キ－コ－ド画面｣が

立ち上がります。 

《メニュ－画面》 

   

《ロギングする最終機器番号設定画面》 

 

Version 4.0.1 
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 2 キ－コ－ド登録 

キーコード登録は、取得したキーコードを入力して OKボタンを押してください。 

正しいキーコードを入力しますと、以後起動時にキーコード登録画面を表示しま

せん。 

 

 

※ 試用期間は最初に当ソフトを起動してから 20日間です。それまでにキ－コ－ドを 

ご登録いただかないと、起動できなくなり、強制終了となりますので、ご注意 

下さい。 

   

 

※ 試用期間中は、キーコードに関係なく本製品を使用できます。ＯＫボタンを押す

とモニタソフトは起動します。 

 

※ 試用期間中は、モニタソフト起動後もメニューバーよりキーコード登録可能です。 

   

 

QSS-3000_V401 
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 ３ 「ロギングする最終機器番号設定画面」の設定をします。 

・ロギングする最終機器番号とは、ＱＳＳ－３０００システムで管理する最大の機器

番号です。 

 

＊機器番号の設定は 0番から始まります。（P.7を御参照下さい） 

  例：コントローラーを１０台接続する時は、ロギングする最終機器番号設定画面で “9” を

設定してください。 

・設定した番号以降のチャンネルは、表示しません。(未接続と判断します) 

・設定した番号内の機器を随時管理し、電源が入っていないコントローラーや各種異常を監視

し、使用中の電源ＯＮ／ＯＦＦにも対応します。 

 

 

 



 

 １９ 

 ４  通信ポート選択 

キ－コ－ドの入力が済んだら、通信条件設定画面が立ち上がりますので、使用する 

通信ポ－ト（Ｐ１０で設定したポート）を選択し、   をクリックするとメイン 

画面が表示されます。 

 

以上で初期設定は終了です。 

 

・キーコードの入力がすめば、２回目以降使用の際は、「ロギングする最終機器番号設

定画面」だけの設定だけで使用できます。 

・「ロギングする最終機器番号設定画面」の接続台数入力の数字は一度設定しますと記

憶します。 

・デモ画面を開くには、“デモ画面で起動”にチェックを入れてから、[OK]をクリック

して下さい。 
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 各機能の基本的な操作                                

★ ２０チャンネル画面★ 

20チャンネル分の PV値、SV値、アラーム状態を一括で表示する画面です。ただし、ロギング

最終機器番号設定画面で設定した機器番号以降のチャンネルは、表示しません。

 

・ 上記の画面では、“Ｃｈ０１～Ｃｈ０５”が通信可能である事を示しています。 

・ つまりロギングする終機器番号設定画面において、４を設定し、機器番号を０～４に設定

したはんだごてが接続されている事を示しています。 

・ 画面表示説明 

ＰＶ 実際の温度 ＳＶ 設定温度 

ＡＴ オートチューニング Ａ２ 温度下限警報 

Ａ１ 温度上限警報 ＳＢ センサー断線異常 

 



 

 ２１ 

・また、電源が ONになっていないコントローラーのチャンネルは、“機器の電源が OFFにな

っています。”というメッセージを表示し、コントローラーの電源が ONになると、そのメ

ッセージが自動的に消え、通常の値を表示します。 

 

【表示チャンネル切替えタブ】 

チャンネルタブを切替る事により、95チャンネルまで表示することが出来ます。 

  表示するチャンネルを 20チャンネル毎に切替えます。 

  各チャンネルは、コントローラーで設定される機器番号で決定します。 

  機器番号の設定方法及び変更方法は、Ｐ７をご覧下さい。 

切替えタブ              表示内容 

  1 to 20：   機器番号が 0～19に設定されている温度調節器のデータを表示します。 

  21 to 40：  機器番号が 20～39に設定されている温度調節器のデータを表示します。 

  41 to 60：  機器番号が 40～59に設定されている温度調節器のデータを表示します。 

  61 to 80：  機器番号が 60～79に設定されている温度調節器のデータを表示します。 

  81 to 95：  機器番号が 80～94に設定されている温度調節器のデータを表示します。 

 

【チャンネル名変更について】 

チャンネル名は、[設定(S)]-[チャンネル名登録(C)]で変更可能です。 

  詳しくは、Ｐ３７を参照ください。 

 

 

 

 



 

 ２２ 

★1チャンネル画面★ 1チャネル分の全読取り項目と、設定項目を表示する画面です。 

・ この画面ではＳＶ値（主設定値）のみ設定変更が可能です。 

・ 変更するにはＳＶ表示画面の右横にある鉛筆マ－ク(チャンネルの変更ボタン)をクリッ

クし、設定値変更画面で変更します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定変更画面では直接値を入力するか、表示の数字をクリックし、ＯＫをクリックします。 

 

 

 

 

 

 



 

 ２３ 

・ 表示したいチャンネル名を変更するには、ドロップダウンリストボックスで選択します。 

・ ただし、ロギング最終機器番号設定画面で設定した機器番号以降のチャンネルは、表示し

ません。 

・ チャンネル名を変更した時(Ｐ３７参照)は、変更した名前で表示されます。 

 

 

 

・ 電源が入っていないコントローラーのチャンネルは、“機器の電源が OFF になっていま

す。”というメッセージを表示し、コントローラーの電源が入ると、そのメッセージが自

動的に消えます。 

 

 



 

 ２４ 

★ 設定画面★ 

各項目の設定値変更、および各モードを選択する画面です。

 

・ 20チャンネル毎に表示を行い、チェックが入っているチャンネルのデータを表示します。 

（ただし、ロギング最終機器番号設定画面で設定した機器番号以降のチャンネルは、表示し

ません。また、電源が ONになっていないコントローラーのチャンネルは、“電源 OFF”と

いうメッセージを表示し、コントローラーの電源が ON になると、そのメッセージは自動

的に消えます。） 

・ 設定値を変更したい場合は数値横の鉛筆マーク(チャンネルの変更ボタン)を押すと、数値

設定画面もしくは動作選択画面が表示されるので、そちらで変更します。 

 

 



 

 ２５ 

・ 設定項目選択ドロップダウンリストボックスより、設定値を変更したい項目を選択します。 

 

 

《ドロップダウンリストボックス内設定メニュ－一覧》 

メニュ－名 内容 出荷時設定 

主設定 設定温度（ＳＶ）を設定できます  

オートチューニング設定 オ－トチュ－ニングを開始させます  

主比例帯設定 比例動作と比例帯の設定（Ｐ設定） ８８℃ 

積分時間設定 積分動作と積分時間の設定（Ｉ設定） ３８秒 

微分時間設定 微分動作と微分時間の設定（Ｄ設定） ８秒 

上限警報設定 作業温度領域の上限を設定できます ５０ 

下限警報設定 作業温度領域の下限を設定できます －５０ 

設定値ロック指定 設定値をロックし、誤設定を防止します なし 

主設定値上限設定 設定温度の上限値を設定できます ５００℃ 

センサ補正設定 必要により、こて先温度の差分を補正します ０ 

上限警報遅延ﾀｲﾏ設定 
警報1の警報温度領域に入ってから、 

設定時間後に警報をならします。 
０ 

下限警報遅延ﾀｲﾏ設定 
警報2の警報温度領域に入ってから、 

設定時間後に警報をならします。 
０ 

入力種類選択 こてに適合するセンサー入力種類を選択します  

ARW設定 アンチリセットワインドアップの設定 １８％ 

スピ－ド設定 設定温度への復帰速度調整 4.0 

オートパワーダウン温度巾設定 オートパワーダウン準備状態となる、設定温度に

対するこて先温度巾の設定です。 

５℃ 

オートパワーダウン時間設定 オートパワーダウン温度巾がオートパワーダウン 

時間継続すると、パワーダウン状態に移行する時

間の設定 

３０分 

オートパワーダウン温度設定 オートパワーダウン時の制御目標値の設定 ２００℃ 

オートパワーオフ温度巾の設定 オートパワーダウン温度の偏差がパワーオフ温

度巾以内に入るとパワーオフ準備状態になる温

度の設定 

５℃ 

オートパワーオフ時間設定 オートパワーオフ準備状態がパワーオフ時間継

続すると、パワーオフ状態に移行する時間です。 

３０分 

 

※ 各メニュ－の詳細は、Ｍ５０／ＭＷ５０の取扱説明書をご覧下さい。 

 

 

 



 

 ２６ 

★ チャ－ト画面★ 

 

・チャート画面下に、現在接続されている計器の PV値、SV値が表示されます。 

 

★チャート画面使用方法★ 

 １  Ｘ軸の設定 

     ① 600サンプルか 9000サンプルを選択します。 

② 記録周期を設定します（１～６０秒） 

 

例） 600サンプル×1秒＝600秒 つまり 10分がⅩ軸に表示されます 

 

   １日の８時間勤務分のチャ－トを見る場合は 

    

600サンプル×48秒＝28800秒 つまり480分＝8時間がⅩ軸に表示されます 

 ２  Ｙ軸の設定 

*Ｙ軸設定値の増減は１０℃単位、等分線は１０等分まで任意に変更できます。 

 

① 上限値と下限値を△▽矢印で設定するか、設定値変更画面で入力します 

② 等分を２～１０まで任意で設定します 



 

 ２７ 

 ３  チャ－トを実行する項目とチャンネルの選択 

*チャンネル単位で、任意に 95 点まで選択できます。（ロギング最終機器番号設定画面で設定し

た機器番号以降のチャンネルは、表示しません。） 

 

*チャ－ト項目はＰＶ値、ＳＶ値の中から選択でき、チャ－トの色をユ－ザ－で任意に変更でき

ます。 

 

① 画面下段の 

をクリックし、【チャート表示選択画面】を表示させます 

 

 
 

② チャ－ト上に表示させたい項目を選択します。 

選択すると          が        と表示色が背景に表示されます 

 

＊チャ－トの色を変更させたい時は③。変更しないときは④へ進んでください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 ２８ 

③ 色を変更させたいチャ－トを選択します。その後 

 

       をクリックし、色の設定画面から好きな色を選んでＯＫをクリックして下さい。 

        

④ 設定が終了しましたら、選択終了ボタンを押してください。 

 ４  チャートの開始 

・開始ボタンで描写開始し、停止ボタンで描写停止します。再度開始ボタンを押すと、表

示中のチャートをクリアして再描写開始となります。 

*チャート実行中、電源が ONになっていないコントローラーのチャンネルは“電源OFF”というメッセージ

を表示し、電源がONになると自動復帰し、メッセージは自動的に消えます。 

 

*チャートを実行する項目とチャンネルを選択していないと、開始ボタンを押してもチャート表示を

実行しません。 

  

《ＱＳＳソフト起動時のチャートオートスタート》 

チャート実行中にＱＳＳソフトを終了した場合、次にＱＳＳソフトを起動した時に、前

回ＱＳＳソフトを終了させた時の設定内容と同じ条件で、チャート描写がオートスター

トします。ただし、チャートを停止した状態でＱＳＳソフト終了した場合、次回ＱＳＳ

ソフト起動時には、チャートはオートスタートを行いません。 

* オートスタートを実行したくない場合は必ずチャートを停止してからＱＳＳソフトを終了す

るようにして下さい。 



 

 ２９ 

★ ロギング画面★  

ロギングを行うチャンネル、データロギング時間、ロギングデータ保存ファイル名を設定

できます。 

* ロギング最終機器番号設定画面で設定した機器番号以降のチャンネルは、表示しません。 

* ロギング実行中、電源がONになっていないコントローラーのチャンネルは“電源OFF”という 

メッセージを表示し、電源がONになると自動復帰し、メッセージは自動的に消えます。 

 

・指定したチャンネルの PV値データを、ファイルに保存できます。 

・保存したデータ(ＣＳＶファイル)は、マイクロソフトエクセルで読取り可能です。 

【ボタンの説明】 

  開始ボタン：ロギングを開始します。 

  停止ボタン：ロギングを停止します。 

  参照ボタン：ロギングデータの保存先、および保存ファイル名を設定できます。 



 

 ３０ 

 １  ロギングしたいチャンネルと、デ－タロギング時間の設定 

 ＰＶ値をロギングしたいチャンネルと、デ－タロギング時間（1～10 秒、30 秒、1

分、5分、10分、15分、30分、1時間）を選択します。ただし、デ－タロギング

時間を１～９秒に設定した場合、下記制限が発生するため、モニタ上でメッセ－

ジ画面を表示します。 

デ－タロギング時間を１秒に設定 ⇒ 11Ch以上デ－タロギングできない。 

デ－タロギング時間を２秒に設定 ⇒ 21Ch以上デ－タロギングできない。 

・ 

・ 

デ－タロギング時間を８秒に設定 ⇒ 81Ch以上デ－タロギングできない。 

デ－タロギング時間を９秒に設定 ⇒ 91Ch以上デ－タロギングできない。 

 

 ２  ロギングしたデ－タの保存先を設定します 

① 参照ボタンを押し、Logging フォルダ内にファイル名を指定（入力）して、CSV

ファイルを作成し、       をクリックします。 

 

*最初は自動的に年月日時間のファイル名が作成されますが、任意でファイル名を変更し

てもかまいません。 



 

 ３１ 

② 元の画面に戻り、開始ボタンをクリックする事によりロギングを開始し、デ－タ

をファイルに保存します。また、停止ボタンを押すと、データロギングを停止し

ます。この時点でロギングしたくないチャンネルがある時はチェックボックスの

レ点を外してから、開始してください。 

 

《ロギング画面での諸注意》 

【データロギング条件（ロギングデータ保存先）の設定について】 

ロギングデータ保存先のファイルを作成しないで開始をクリックした場合、ロギングを開

始することができません。保存先を指定しないまま開始をクリックすると、 

 

の画面がでますので、再度ファイルを作成してからロギングを開始してください。 

QSS-3000_V401 



 

 ３２ 

【 継続してデータを保存する機能について 】 

この機能は、上記で作成したデータロギング条件（ロギングデータ保存先）の CSVファイ 

ルに、同一ファイル名のまま継続して複数のデータを保存できる機能です。 

つまり、同じ名前のファイルに上書きされずに、データを継続して記憶させる機能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 



 

 ３３ 

【ロギングオートスタートについて】 

ＱＳＳソフトの起動時、前回ＱＳＳソフトを終了させた時の設定内容と同じ条件で、ロ

ギングを自動でスタートさせる機能です。ロギングを実行中にＱＳＳソフトを終了した

場合、次にＱＳＳソフトを起動した時に、ロギングがオートスタートします。 

ただし、ロギングを停止した状態でモニタソフト終了した場合、次回モニタソフト起動

時には、ロギング機能はオートスタートを行いませんので、オートスタートを実行した

くない場合は必ずチャートを停止してからＱＳＳソフトを終了するようにして下さい。 

 

★ 継続してデータを保存するをチェックをして, ロギングを実行中に QSS ソフトを

終了した場合★ 

 

  次回ＱＳＳソフトを起動した時、ロギング機能がオートスタートし、保存先のファイル名

は、前回と同じファイルが指定され、同じファイルに継続してデータを保存します。 

 

★継続してデータ保存をチェックをせず、ロギングを実行中に QSSソフトを終了し

た場合★ 

次回ＱＳＳソフトを起動した時、ロギング機能がオートスタートし、以下の画面が表示さ

れます。 

 

→現在表示されているファイルに新しいデータが上書きされます。 

→新しいファイルを開くか、過去のファイルから選択して下さい。 

QSS-3000_V401 



 

 ３４ 

★全チャンネル一括画面★ 

各種設定値を一括管理できる画面です。 

 

・ 全チャンネル一括管理画面に入力されたデータを、モニタしている全てのコントローラー

に転送・保存することができます 

・ また、全チャンネル一括設定画面上のデータを、パソコンのハードディスク等にセーブ、

およびロードすることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 ３５ 

★全チャンネル一括画面使用方法★ 

① 設定をしたい設定項目左横のチェックボックスにチェックを入れます。 

 

 

 

② 設定項目をクリックし、設定値変更画面もしくは動作選択画面で設定を入力します。 

 

③ 設定したい項目の入力が終わったら、セ－ブをクリックし、設定を保存します。 

セーブデータは C:\BONKOTE\Program Files\QSS-3000_Ｖ401内の Setdataに保存 

されます。また、保存先を任意に変更することも可能です。 

④ 転送をクリックすると入力されたデ－タを、モニタしている全てのコントローラーに

転送します。ただし転送する際、設定項目左横のチェックボックスにチェックが入っ

てない設定項目とオ－トチュ－ニング中のコントローラーにはデ－タは転送しませ

んので注意してください。 

 

⑤ 過去に作成したデ－タはロ－ド、転送を行うことで同じくデ－タが転送できます。 
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 ３６ 

 その他の便利な機能                             

★チャンネル名の変更★ 

 １  [設定（S）]→[チャンネル名登録]→チャンネル名登録画面 

 2  変更するにはチャンネル名を直接入力し、OKボタンをクリックしてください。 

チャンネル名を全角６文字、半角１２文字まで任意に変更し登録することができます。

例えば番号や製品名などの名前を入力したり、作業者の名前を直接入力することで、

より管理しやすくなります。 

 

 

ここで登録されたチャンネル名は、ＱＳＳソフト内の表示や選択用リストボックスに反映され

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 ３７ 

★ 解析モ－ド★ 

解析モードとは、指定したチャンネル(最大 5チャンネル)の PV値データを、0.3秒毎にファイ

ルに保存、およびチャート画面に表示できる機能です。 

 １  [ﾕｰｻﾞｰ（Ｕ）]→[解析ﾓｰﾄﾞ選択（Ｋ）]→ｸﾘｯｸ 

 

 2  解析ﾓｰﾄﾞ画面が表示されます。 

 

＊デ－タロギング及びチャ－トを実行中の場合、解析モ－ド画面に移行できないので、全  

て止めてから解析モ－ドは実施してください。 

 



 

 ３８ 

《解析モード使用方法》 

セーブ・ロード機能の使用方法  

解析ﾓｰﾄﾞには、セーブモードとロードモードがあります。 

解析モード画面が表示されると自動的にセーブモードが選択されますので、 

画面左上の[解析モード選択（Ｋ）]から[ロード]又は[セーブ]を選択して下さい。 

 

 

【セーブモードの使用方法】 

 １  Ｘ軸の設定 ・３０秒、６０秒、１２０秒、１８０秒より時間の選択をします 

 ２  Ｙ軸の設定・Ｙ軸の上限値と下限値を△▽矢印で設定します 

（等分を２～１０まで任意で設定します） 

 ３  チャ－トを実行する項目とチャンネルの選択 

・ 接続している台数の中から、任意で最大５点のＰＶ値のチャンネルを選択します 

 

 ４  保存ファイルの作成と解析の実行 

・[参照]をクリックし、任意のフォルダに任意のフォルダ名で CSVの保存ファイル

を作成し、[開く]をクリックします。初期設定では、Logging２フォルダ内に保

存ファイルを作成するようになります。 

・[開始]をクリックすると、デ－タのロギングと、チャ－トが同時に起動します。 

 



 

 ３９ 

《 ロードモードの使用方法 》 

過去に解析モードでセーブしたデータのみチャート画面に表示させる機能です。 

 １  ロードするデータを選択する 

 

 

 

 ２         ⇒再表示したい過去のデータを指定⇒       をｸﾘｯｸ 

 ３        ⇒      をｸﾘｯｸ 

 

＊ より詳細なデータは、Ｘ軸とＹ軸を変更する事で表示できます。  

 Ｘ軸  ①保存時の秒数よりも短い秒数を選択 例）保存時 60秒⇒30秒を選択 

     ②時間軸スクロールでグラフをスクロールさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｙ軸  表示したい温度の上限値・下限値を調節する 

 

 

 



 

 ４０ 

★ プリント機能 ★ 

 １  解析モ－ドの空白欄をｸﾘｯｸ 

 

半角 108(全角 54)文字まででタイトルを入力 

 

 ２  〔ファイル〕⇒〔プリンタ－の設定〕を選択。 

設定した後〔印刷〕をクリックすると印刷できます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 



 

 ４１ 

★設定値のセ－ブ/ロ－ド★ 

〔チャンネル単位〕チャンネルデ－タを保存しているファイル名を選択すると、そのファイ

ル名のデ－タを任意のチャンネルに読み込むことができます。 

 

[ユーザー（U）]⇒[設定値のｾｰﾌﾞ/ﾛｰﾄﾞ（G）]⇒[ﾁｬﾝﾈﾙ単位(C)]を選択。 

 

例) 下記の画面は、Ｃｈ1で設定した情報をＣｈ２に送った時の画面です。 

 

〔全チャンネル一括〕全ﾁｬﾝﾈﾙﾃﾞｰﾀが保存されているﾌｧﾙﾀﾞ内のﾌｧｲﾙを保存・ﾛｰﾄﾞできます。 

 



 

 ４２ 

★ アラ－ムヒストリー★ [ﾕｰｻﾞｰ（U）]⇒[ｱﾗｰﾑﾋｽﾄﾘｰ（A）]を選択。 

 

・ＱＳＳ起動中の温度調節計で温度警報 1、温度警報 2、オーバスケール、アンダスケールが

発生した時、または正常に復帰した時のチャンネル名と時間を表示します。 

 

⇒現在アラームヒストリ画面に表示されている履歴を消去します。 

⇒アラームヒストリ画面を終了します。 

 

★警報説明★ 

表示エラー エラー発生要因 

警報１ ・作業温度領域の上限を超えた場合 

警報２ ・作業温度領域の下限を超えた場合 

制御入力値(PV)がオーバースケール 

状態になりました 

・測定値が表示範囲の上限を越えた場合 

・センサー系の異常等が発生した場合 

制御入力値(PV)がアンダースケール 

状態になりました 

・測定値が表示範囲の下限を越えた場合 

※基本的に発生しません 

 

・画面にデータを表示すると同時にhistoryフォルダー内にtxt拡張子でファイル保存します。 

ファイル名は、モニタソフトを起動した日付と時間で自動設定されます。 

 



 

 ４３ 

★ ヘルプ機能★ [ヘルプ（H）]⇒[ヘルプ（M）]を選択。 

 

《ヘルプトピックスの検索画面》本製品に関するヘルプ情報を検索できます。 

 

《バ－ジョン情報》本製品のバ－ジョン情報です 

 

 

2007~2011 

Version 4.0.1 



 

 ４４ 

《キーコード登録画面》 

ＱＳＳ３０００を最初に起動した日より、20日間は試用期間として機能無制限で使用できますが、 

20日を過ぎるまでに、キ－コ－ドを入力しないとソフトが起動しなくなり、強制終了となります。 

まだ入力されてない方は、至急こちらより入力してください。 

 

 

 

 起動画面変更機能                              

ＱＳＳ－３０００のソフト起動時の画面を任意に変更することができます。 

 1  画面サイズ 495×343（Ｗ×Ｈ）ドット、ファイル名“open.bmp”で作成。 

 2  本ソフトをインストールしたフォルダに“open.bmp”をコピーする。 

＊ユ－ザ－で作成した“open.bmp”をコピ－しない場合、自動でデフォルトのオ－プニング画

面が表示されます。 

デフォルト画面                     

 

 

 



 

 ４５ 

フォルダ内訳                                 

ロ－カルディスク（Ｃ）  （Program Files）  (JAPAN BONKOTE)  (QSS-3000_Ｖ401) 

 

 

〔history〕フォルダ内にＱＳＳ立ち上げと同時に自動でヒストリファイルが作成され、通信 

エラ－等の発生時間と解除時間を保存します。テキスト形式で保存されるので、 

保存内容をメモ帳等で表示することができます。また、デ－タはカンマで区切ら

れているので、市販の表計算ソフトでも展開できます。 

〔Logging〕 ロギング画面で作成した保存ファイルをこのフォルダ内に作成・保存しています。 

〔Logging2〕解析モ－ドで作成した保存ファイルをこのフォルダ内に作成・保存しています。 

〔SetData〕フォルダ内に〔全チャンネル一括画面〕等で作成・保存したファイルが保存され 

ています 

 

＊フォルダ名は絶対変更しないで下さい。 

QSS-3000_V401 

QSS-3000_V401 
JAPAN BONKOTE CO., LTD. 



 

 ４６ 

付録                           

ａ．通信上の注意                                 

＊「ロギング最終機器番号設定」で設定した数以上の増設になると、認識できないので、最初

からソフトを立ち上げて、「ロギング最終機器番号設定」の設定を変更して下さい。 

＊ ｢ロギング最終機器番号設定」を９としながら、仮に４台しか接続していなかったとする

と、残り６台分接続できるので、途中からその６台分増やしても自動認識します。 

 

ｂ．トラブルシューティング                          

[はんだごてと通信が出来ない] 

・はんだごてのアドレス番号が正しく設定されているか確認してください。 

・コンバージョン・ユニットが正しく接続されているか確認してください。 

 パソコンに接続するシリアルケーブルはストレートのものをご使用ください。 

・コンバージョン・ユニットの電源（ＡＣアダプター）が入っている事を確認してください。 

・通信ケーブルが断線していないか確認してください。 

・ソフトウェアの「各種設定」で通信ポートが正しく設定されているか確認してください。 

[通信エラーが発生する] 

・通信ケーブルのモジュラージャックがしっかり接続されているか確認してください。 

・コントローラーの電源が切られていないか確認してください。 

・通信ケーブルに断線個所が無いか確認してください。 

ｃ．サポートサービスについて                         

  ＱＳＳ－３０００についてのサポートサービスは下記のお電話またはＦＡＸにて 

  受け付けております。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本ボンコート株式会社 

 

本社 

〒310-0852 茨城県水戸市笠原町６００－１４ 

ＴＥＬ ０２９－２４１－２７２５ 

ＦＡＸ ０２９－２４１－２７２６ 

ｈｔｔｐ：／／ｂｏｎｋｏｔｅ．ｃｏ.ｊｐ 
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